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内容 

 本書は，民事訴訟法を初めて学ぶ裁判所職員向けに裁判所書記官研修所の教材として，昭和４０年３月に
初版が刊行されて以来法改正等に伴い所定の改訂等が加えられてきたもので，司法協会としては，平成５年
３月の六訂版から刊行を行ってきたものです。 
今回の九訂版は，平成１９年の「犯罪被害者等の権利利益の保護を図るための刑事訴訟法等の一部を改

正する法律」，平成２３年の「民事訴訟法及び民事保全法の一部を改正する法律」等が施行されたことに伴う
改正点を盛り込み，平成１８年１１月の八訂補訂版から７年ぶりに改訂されたものです。 
前記の改正等に伴い，第４章に裁判権の説明が追加され，また，随所で引用される条文の追加，変更が行
われたほか，今回の改訂を機に，具体的設例の設定年度を新しく改めたものです。 

 

目次（抄） 
 
第１章 民事訴訟の意義  
 第１  民事訴訟制度  
 第２  民事訴訟制度の目的  
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第５章 訴状受理から第１回口頭弁論

期日まで  
 

  

 第１  訴状審査  
 第２  訴状の送達  
 第３  口頭弁論の準備  
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